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キーワード：学習活動と遊び （a．学習活動と遊びの相違、b．活動の両義的性格、C．統合の観
点、d統合形態を導く教育観）、造形遊びの 6つの学習目標 （①感情 ・心理
面、②関心 ・意欲 ．態度面、 ③自己教育的側面 （発想 ・構想面を含む）、④技
能・ 表現面、⑤知識 ・理解面、⑥人間形成的側面） 、造形遊びの授業実践に関




本論は、 「造形遊び論 I （同副題）」 （「研究論叢一芸術・体育・ 教育 ・心理 第43
巻 ・第3部」山口大学教育学部、 1994年発行予定）の続篇である 。ただし、 「造形遊び
論」はもともと 1篇の論文として構想されたものであ り、執箪後に投稿規定上の理由か
ら、論文を I・ Iと2篇に便宜的に分けざるをえなかった。だが、 I ・ Iの間の一貫性あ
る論の展開を重視し、あえて両篇を 1篇の論文として扱うことにした。
前篇 Iでは、最初の章 Iと次章 1Iの1ま でを収載し、続篇である本論には、 続く 2.・ 3．と
終章mを収載した。本論では前篇 Iの章 ・節等を参照箇所として何度か示したが、その場
































































































































価のための参考資料」」に従えば、 ①造形の関心・意欲・態度、 ②発想や構想の能力、 ③
創造的な技能、 ④鑑賞の能力という 4項目に集約し整理できると思われる25)。ただし、 ④は
知識・理解面の学習として、学習対象を鑑‘パに限定しているが、これには異論がある。









































材科の特徴：色 ・形` tm・強度 ・可塑性 .l6:盪等の諸性日仕組...迫等の学習
基ほ的な造形要柔 ：点．線・面・址塊等に11する学習
碁悦的な償成原還 ：紀置 ・組合せ等の構成的特質に11する学召
制作物の空間的要素 ：サイズ・長さ ・高さ・ 奥行等の学習





主体性 ・ 自発性 · 積極性 ・資lI•忠等を蓑う
自己最善の活動を体験することで、自己の成長・確立を図る
班活勁や全員参加型の活動を経験することで、社会性 ・ 自制心• iが目的態度 ・助け合う懇度等を蓑う


















































































の意図を無視し て、教師本位に造形活動を誘導 した りすべきではない。児童の自由で主体
的な活動展開を最大限認めることが、教師には求められる。そのためには、思索 ・試行錯































































































































































体験•原風景を児童 1 人 1 人にもたせること、それが造形遊びを図画工作科に設定した、
最も重要な教育的意義ではないかと思える。
註
(22)横出正紀 「遊びの過程ー間切る （遊戯角設定）能力の獲得」 「1遊びの両義性」 （「芸

























(32)「第 1章 総則」には、次の 1文がある。文部省 「小学校学習指導要領」 （大蔵省印刷
局、 1989年）p.l.
「学校の教育活動を進めるに当たっては、自ら学ぶ意欲と社会の変化に主体的に対応で
きる能力の育成を図るとともに、基礎的・基本的な内容の指導を徹底し、個性を生かす教
育の充実に努めなければならない。」
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